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　研究 1 から研究 4 で得られた知見の総括を行
い，考え続ける義務感の役割を考慮した診断横
断的なメタ認知モデルの妥当性，および，考え続
ける義務感の低減をターゲットとしたメタ認知療
法の有効性について論じた。その際，メタ認知的
信念と RNT，そして，様々な心理的症状との関
連についての先行研究の知見，および，既存のメ
タ認知モデルとの対比を通して，本論文を通して
得られた知見の理論的，実践的な有用性について
議論した。具体的には，考え続ける義務感は，既
存のメタ認知モデルにおいて使用されていたポジ
ティブ信念では説明できていなかった RNT の持
続をもたらすことによって，メタ認知モデルの説
明力を高めうること，そして，そのことによって，
考え続ける義務感の低減をターゲットとした介入
が心理的症状の低減に有効であること，が指摘さ
れた。
　以上の議論を踏まえ，本研究の限界として，調
査対象者の特性や調査方法に起因する， 本研究に
おいて提起されたメタ認知モデルの検証の不十分
さ，同様に，調査対象者の特性に起因する考え続
ける義務感の低減をターゲットとしたメタ認知療
法の有効性の一般化可能性に関する問題が論じら
れた。したがって，今後の展望としては，臨床群
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を対象とした調査や介入を行い，知見を積み重ね
ていくことによって，診断横断的なメタ認知モデ
ルやメタ認知療法の有効性の一般化可能性を拡張
していくことの必要性について指摘した。
